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4，000 MCにゐ、ける太陽雑音源探知装置 (II)

一一装置の詳細と観測第i報一一一

I緒言

前号.-(1)において述べた設計方針に基き鋭意これが

主主設に努力した給契，本年3月24日にアy テナ系及

び前盗地艇部の調整を一先ず完了し既設の強度測定袋

訟仰の主別1軍部を利用して試験観測を開始十る運び

となった.続いて主増幅部の製作にかかり， 5月6日

に全装置を完成した.観測は3月24日以来務、毎日行

っているが，今迄漠然と強度を測定していてはわから

なかった符宵・源の分布及びその活動状況が大体予怨し

た通りにわかる様になったことは喜びに湛えない.叉

この間5月11日から約1週間の太陽最哀レイルを捉

えたことも意契が深い.唯惜しむらくは分解能が場台

により不十分で，特にこのことは今後太陽情動車:次第

に活滋になるにつれて痛感されることであろう .

資料を利用していただ〈方々からも11郎、要望がある

ので経済的事例が許止ば是非8エレメ y トに増設した

いと思っている.

今回は装置の詳細，調整法，校時法及び今;室の観測

の結果について述べるが，前報(liの中での記録波形，

伝送損失，-r './テナ等価温度等の予想は当然のこと乍
ら修正されていることに御注意頭いたい.

11.アンテナ系

1.アンテナ素子(写真2参照}

A. 反射鏡: 開口直径~ 151 cm，関口角 1590，焦点

距離45.28cm，深さ 31.47cmのアルミ ュウム釣物製

で表明はメラミ'./~料により腐蝕を防止してある . 開

口角l主利1与の点だけ考えればもっと小さいブ7がよい~

であるが，一方ア y テナ相互間の干渉や地面.からの~~~

輯射も極力絞らさなければならないので・両者の枝ね合

いから決定したものである.

B.励振アyテナ:励振アyテナとして スリ。， ト視

がこの程度の矧口角に対しても比車交的大きな利f与を示

すことは実験によりZ産められているが.雨漏の影型却を

少くする為第1凶に示す段な開口鎖型を用いることに

した.この場合も誘電体の蓑をするとその表面に附渚
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する水分により測定確度が侭下ーする恐れがあるので，

使用しないときにだけ防虫，防塵の目的で布の去を

している.盤令'i図に示す厳な誘導性窓で耳立ってあ
るが，自由空間で整合を取ったものは反射鏡の為に

V.S.W.R.で約1.2程度になってしま う.

C.利得及び指向性:関口撲で励振した場合の利f与

は約 2220f!P l? 33.5 db，能率約56%と推定さ れる

(VI.2参照).この値は波長8cmの強度測定袋置で測

定した太陽銀富の絶対値に，ポイyティ yグ電力が波

長に逆比例すると云う仮定で修正を加えて，両者の同

時観測の貸料から算出したものである.従って結局関

口面 100.0x 65.3 cm，長さ 214.5cmのホーyアyテ

ナの利得のす+算値(3)379が基準になっている.【4)WJ摂

アγテナの位置は焦点から土3mmずれても利得に(i

殆んと.影併がない.文スリ・ットアンテナを用いると利

得{土約 1:t~J多く なる.

開口燐で励振した場合の指向性を第2図に示す.

2.主主動追尾機構

A. J:I~般合座・ 写真 3 に見られる通り の赤道併回

転機構を有する・ 極草山主当地の緯支34050'6"だけ水

平面と傾いているが，その前後に土数度の範聞で調節

することが出来る.

車曲受の合:主鉄袋主毒物で機隊約に極めて安定である.

赤鈎酬は反射鏡を取りつける鋳物の箱の両側面にあっ

て，車自受fi極純と共に廻1去する鋳物の枠についてい
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アyテナ指向性
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ることも出来る.

共通勤のー単位11..両立撲にユエメーサルカップリ y

グを置き，叉一方の端は動方向に自由に動ける様にし

て気温変化による翰の延びに対処してある{写真5参

照).

c.暴風対策;会軍部主約1屯あり丈夫に作られて
いるから風速20m位迄の通常の風に対しては心配は

ない.間し民風の中心が接近する場合を考慮して反射

鋭の4隅を第3図に示す様な直径約lcmの隊状支械

で吊れる厳にしてある.

3.伝送路

A.様成:励振アシテナの雑音入力11.第4図に示す

織な?迎導波管で泌物鏡背面の箱に導かれ，不動点F付

近で同軸ケー プルに入り，約1m で再びiQ:~主管に結合

されて，前報(1)に述ベナこ綴にして合成される.励振

アyテナ(1.3本の支線で張ってあるが，これによる利

得の減少は認められない.合成路の寸法;ま第5図に示

4 。4 6 

る.この粉は手動ハY ドルで1回転につき3皮の割合

で動き.1日の聞は司定で事足りる・極車自の駆動は鋳

物内部にある減速装置を通して行い.1回伝につき約

2分のl度の手動ノ、y ドル或は20回転につき 1皮の

共通利の何れによっても簡単なレバーで切換えて操

作することが出来る.反射鋭背部の箱の前後及び下部

の登は簡単に取外し:が出来，極車曲と赤級車通との交点に

相当する所は不動点であるからそのF付近に滋波管一同
軸ケープルの結合部がある.大腸の追尾li.単独では

日出から円没迄各季節に立り完全に行うことが出来る

様になっている.

B.連動主主置:写真4に見られる様な減速装置によ

り共通車両を廻してアyテナ素子会体を同時に駆動する

ことが出来る.太陽を追尾するには 15Wの同期電動

機の 1.500r.p.m.から 5r.p.m.にして共通事過を廻し，

逆転にはレバーを1;1.;換えて 200Wの誘務電動畿で約

20倍の速度で共通軌を廻す.なおレバーを中間の位

置にしておけば1つのハY ドルで全体を同時に回転す

。4 
0.0 

第4図

柱支第3図

9.0 
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第5図合成路の寸法
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ず返りで全体に日除をし中心部以外で滋波管を支えて

ある所にはその伸絡によって無理がかからない綴にコ

ロヵ:入れてある.各7''./テナから変調訴迄の導波管の

総延長は約15.9mである.

B. it~波管 : 内法が 58x29 mmの模様i銅製引抜き
務波管を1m置きに.窃いてフラ Yジをつけ，メラミ y

処理を施してある.ブラシジの結合部'i結合後セメ y

〆イ γを塗 'J，更にエナメルを塗って大体気密にして

ゐる.
損失は1m当り約0.036dbである(Vl参照)・

C ベ γ ド:EベY ド，Hベy ド共2霊屈曲型で寸

法を第6図に示す・何れも引t友き導波管を鈎新して V

第 6図 ......: y ド

(a) (b) (c) 

(a) iil角Hペソ ト (b) 1200 HぺY ト
(c)直角Eペ γ ト

字形の点鏡抜を当ててノ、y 〆づけしたものである (写

真 2参!夜).この部分の反射は数10MCの楕援では問

第7図 ケーフツレ郡波管総合部

題にならない.

D.ケープルー議波管結合:これには第7図に示す

様な止り木型結合を用いた.使用したケーフワレは住友

製 10moポリエテレ Y同制1ケーフ勺レで，先ずその長

さを30m以上にしておいてー撲の整合をとり，次い

でその端に導波管の整合負荷をつけて 1mに切類し

た上他端の整合を取ると云う方法を用いた.止り木の

高さ dと後部の短絡板の位置 zとをかえると第8図

(a)の如く変化する.整合のとれるd及びおの値は実

験によると d::::13.4-13.9mm， Xご26~27mm であ

った・各結合部の周波数特性は第8図(b)に示す様な

ものでらる.

第 8図(a). ケーフ

第8図(b).i浮世主管総合郡阿波数特性
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E.同軸ケープノレ:位4明治:問題になる主伝送路に同
職ケープル(i.用いない方11;古里難であるが，最も簡単に

可暁性が得られるので止むを得ず最小限 1mを用い

ることにした.こ の伝送損失It約0.76dbjmである

(VI 参照).

ケープルのー紫は若手道能力不動点目円近にあるとは云

えなお国!去によりかなり徐られ，その上然活変化もあ

るのでケーフ..Jレの不均一i主により位相関係が昔Lされる

心配がある.位相の乱:lt(tス:J:¥i}s付誤差によっても起る

ので両者の分離は困難であるが，現在迄の所未だ目立

つ変化l主認められていない.

F.マジック T:合成明マジゥグ T(土本袋置におい

て極めて主要な部分で所援周波数持前後で充分よく平

衡がとれていなければならない.通常の設計では E

アームのj阿波数特性があま りよくないので.現在の場

合に適合する様に設計し直して島田理化工業K.K.に

製作を依航した.これを第9図に示す lつの窓で E

第 9図マジ、ソグ T

ア【ムの整合をとると例えば第10図(0)の如く広がっ

てしまうが，第1のヨド女、I称窓により第 10図(b¥(7)知く

コy〆グ11:/ス1の向上に図に示すl噴に;11;....:様にし

て，更に第2の誘適性ス リνトによ りその特性を補償

する機にすれば特性l主改.!容される 最終のE及びH

第 10図(a).マジヴグ Tの周波数特性

第 10図(b).マジヴグ Tの}司法主主特性

アームの州政数特性をグラフに描くと第11図の級に

なる.

第 11図 マジヴク Tの4羽生グラブ

7.5 

111.微少雑音測定器

1.受信機前査部

?を.，."

。.

受信方式は度々述べた Dickeの変調方式を用いて

いる.受信機前置部の内部は写真6に見られる通り

で，この上に常時通図、孔を設けた鉄板製の蓋をして更

に日除をする.

A.変調禄:アyテナからの入力維蛍と抵抗終燃か

らの雑音とを切J免える装置で， 直後30cmの鉄同板

の聞に厚さ2mmのペーク製板が挟んでありその凸出

部が抵抗減衰誌になっている・これが約 1，800r.p.m. 

でー囚伝し ， 減J，;t~号が幅 4 mmのス v ..， トをiiiiして入力

滋波管の中に出入して大体短形状の変調がかかる厳に

してある.モーターと反対仰に同期整洗禄用の発電機

ヵ:ある.

B. ~塁波器: 強度測定専用の ア yテナで旦入力スベ
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グトルカ:一線と見倣される場合には，局部発振周波数

の両日11]の待援を受f3・した方が等価的に雑音指数が略‘

1/2になるので出力のS/N比が顕著に改善される.(5)

併し干渉7:/テナの場合には稽援をあまり広〈取ると

観測時間が極めて限られるので(1)侭iJ徽波を除去しな

ければならない.この目的で変調穏に続いて第12図

に示す綴な溜波穏を入れた.但しその間に機械約振動

から絶縁する為に同軸ケープルを挿入してある.磁波

探;主 Fano-LawsonTypeであるが， リアグタンスと

して縦絡を用いている.帯域は将来予想される ;-1

平行域憾の拡張~，局部発振周波数の漂動を考慮して 50

MCとした.特性を第13図に実線で示す.注意すベ

第13図溜波探の特性

'電
力

1.0ト拘 F 、

対，'子、 てン
fl，' Iー

0.5ト，

、で7f，T¥

.30 20 10 0 lu 20 30陶

きことは空洞間距離の設計俗的をそのまま用いると，

恐らく降による highermodeの為に第 13図点似の

織になってしまうので各ミ'A/2だけ伸ばさねばならな
かったことである.

C.平衡変換傑:平衡変換訴はマジヲグ TW1で.H

アームから信号を入れ， 2 つの変換~if素子力; 'Aj4の波

数差で接続されている.(7;各変換鰐素子は局部発振}fA

波数の両側の衛撲を受信する場合にも支障を来たさな

い級Lこ土60MCで V.S.W.R.1.1程度を目標にしてい

る.際励。b路島主第14図に示す綴な止り木式のもの
である.周波数特性を第15図に示す.

25 

第 14図変後訴菜子

第 15図 変J桑器素子周波数特性

務波管一向車油精合部はSカー7"によりかなり得減の広

い鞍合がとってある.叉チョーグは外似iJに極めて狭い

間隙を設けると高j巧波の特性はよ〈なるが当然iτfに

対しては容量b相して結援が制限される.向入力端で

短絡阪を1!iIJかしたときの見掛上の入力雑音変化は大体

1000K 前後であり，変吉詞司輪及ぴアyテナ側のE盤益合は

V.S 

正ηずれはない

D.局部発荻昔日:ア シテナ系の合成路や務波探.平

衡変換認の部分は先に述べた様に出来るだけ周波数の

変化の影仰をr交けない織に設計してあるが，干渉指向

性I!直接その影害時を受けるので局部与を振肉波数lまなる

べく安定化したい.併し通信の場合の様i二厳密を要し
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第16図 HighQ安定回路

←ー一一一-91.0一一一一→
Klyotron Wav86Uld・ Reeona色or

~I尉!
悶

ないので保守に最も手のかからないHighQ空洞によ

る安定回路仰 を用いることにした.構造を第16図に

示す.high Q 空洞はHlII型哀録製向筒Z洞てー，表面

に銀メッキがしてある.無負荷の Q(主約5，0∞，滋波

管との結合好赦(1約 1 である.グライマ ス ト ロ y~洞

には窓が 2つあり，一方はIi\力側に他方は~.洞ß!1]に接

続されている.測定によればこの答洞の無負荷のQは

110 

lう0

第 17同局部発振器の特性

160 170 V 

Ref1ec色。rVol‘・

約300，滋波管との結合係数{主0.5である.ミオL空手2

つの~.:1問問の臨犠を決めるのが少し面倒であるのが欠

点である.

リペラー電圧に対する周波数の変動を第17図に示

す.

安定係数は約10である.標準会'洞ヵ:真録製である

から祭器1の影響を受け， 計算によると 300Cに対して

2MC程度ずれるが，この場合大して問題にならない.

E. iグiI可湿地幅鰐:第18図(a)に示す回路で通信に

用いるものと何等変った所はない.

約成(1Wallman回路-2重スタガー 1段ーケープ

ルとの整合で，中心周波数60MC，幣坂幡6MCであ

第 18図(a).i-fti可置J:tll幡野回路図

第 四 図(b).iデ主地偶然回路図

‘。
L.F. 
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流灼 13μA)附近になる嫌に調節してある.単一周波

信号に対しては70μA程度迄査線的であるから，約 6

倍の余怖があり雑fJによ り飽和することはめんどない

筈である.

B. {民J，';J波部;:動作原理は以前詳しく説明してある

ので省略する.(9)r1t信号地帳部には各段毎に負償還を

施して安定度を更に向上せしめてある目叉記録計は送

り速度が速いので傑準周波電源によるモーター駆動と

し，文メーターの トノレグは通常の設計の2併に取って

ある.絞合i待定数は常時1秒である.回路図を第 19

図に示す.

る.平衡変換務の設計上2つの入力がif.E続的に離れて

しまったことと， 各‘の入力容量が30PFもあって雑

音指数を劣化ぜしめない稲城幅がこオ以孔よ広く取れな

いζととが欠点としてあげられる.

2.受信機主部

A. i.デ主増幅25及びij!波6ft:回路は第18図 (b)の

iillりである.様成はレベル変換訴(抵抗減表部)ー3m
スタガー増幅器2段-21丞管検E宣告号となっている・レ
ベル変換昔前工常'時(tOdbで，太陽からの雑??レベル

がよったときに適宜挿入するものである.館主主簡は将

来のことも考怒して 16MCに耳立ってある利得は途中

の強極抵抗を変えて， 2極管電洗n:20μA(維省検波電

!A 

低周波部回路図第 19図

電波ス イザ チ~ 21 図

2
3
E
 

IV.附属装置

1.標準50サイクル出力電源

A.標準信号部:iil'S 20図に示す回路で，120 KCの

水品発振訴からマルチメイプレーターにより 4段に周

波数を落している.マルチパイプレーター出力lま波形

を書棚lに保つことが容易でないので1度正弦波に直し

て置いた方が便利であるーこの為にRC発振詩を 1:1 

で同期させている.この型のRC発振器の波形:t殆ん
ど手を加えなくてもかなりよいから，(10)結局能率のよ

い簡単な鴻波おと云うことになる.この出プJを電力増

幅してサイラトロ y に加える.

B.サイラ トロyイyバー賓ー:I察準附波数の電力

を必要とする ものは探知装置の追尾用同期電動機{出

力15W)，電気時計及び記録計に強度測定装置の追

尾用同期電動機(出力8W)及び電気時計とで総:計

80ボルトア yベア必要である. これだけの電力を得

るのにはサイラトロ yインメ』ターが最も便利な もの

電源プロッグダイアグラム第20図
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第 22図標準信号部

第23図 サイラトロy イYバーター

と考えられる.回路It第23図に示す通りで新しいこ

とは何もない・サイ ラトロy TX・915はこの場合容量

が大き過ぎるが適当な規格の標準品がないので止むを

得なかった.電圧を路、ー定に保つ為に負荷を切ると

抵抗負荷が犠続される様になっている.一つ注意すべ

きことは何等かの原因で1サイグルでも諜動作すると

動作が止ってしま号ので，出カヵ:0になると電源側が

切れるリレ ーをつけておかなければならないζとでる

る・ さもないと出力トラシスに大きな直流が流れてこ

れを焼損する恐れがある.

2.電源安定化装霊

A.交流電源安定化装置:凡そ給宵測定には電源の

Syncbr岨.
110色。r・2

CloCk-l 

Clook-2 

Rec::ord.r 

問題がつきものである・特に真主主管の陰極加熱f電力の

安定化は重要な問閣で・ある.

我々は先ず会所要沼カの実効値を安定化し.更にB

電圧に対しては在来の直統安定イとを行うと云う構成を

用いた・ その結果電源変動に基くと恩われる記録乃変

化は全〈認められない迄になっている.この中交涜電

源の安定化に関して別の機会にやや詳しく述べる積り

である.現在の場合会所要電力は約800VAであるが

第 24図の設計は余簡を見て lKVAになっている.タ

Yグステy飽和2極管の検出部，120サイクル阻止溜

波器，放電管設定都，直洗増幅音s，等化協及び磁気増備

部よりなる一種のサーボ機構で，ループ利得約 1，000

第24図交流苫源安定化装置



である.出力800VAで‘入力電圧が85-110Vの範囲

で0.1V以内の変動に止る・時定数は約0.1秒でおる.

長時間変動l主主として放屯管設定都の漂1shに原因する

が，これは僅めて僅かで虫色動力、ら約5分経過すれば殆

んど安定Tる.仮令数時1111の中に僅かな夜llDJがあると

しても前窃にはなっていない.i荷tlti療の一部を用いな
いときには，定球5t荷で大体いつも同じ窓Ij作点になる

;lsLにして磁気地隠部の利得変動を極力さける織にして

いる.この回路は例えば2極管ヵ:切れると二次電圧が

急激に上昇するから，この様な場合全屯源を切る様に

"レーがつけてある.

B.直流TIU集安定化袋置:交洗安芸誌{直安定化電源で

は整流しすこときにやや安定皮が低下する上に内説抵抗

を充分小さくすることが不可能であるから， B電圧に

対しては更に宙流安定化袋置を併用している.第20図

に示「綴に侭舟波部，中間jJ3波部，及び高周波部に対

して別々に安定化を行っているが回路''1直涜償還裂

のもの'("(n1等一般と変らないから省略する.唯ヒ -

J;lー沼圧が安定化されているから設計の条件''1極めて

:有利である.

V.アンテナ系の調整法
1.据付

各アyテナの据付精度は波長により制約を受け，波

長 7.5cmに対してタuえば50の位相差に止めよ うとす
ると相対位置が士1mm以内に入っていなければな

らない.或特定な方向に固定しているものならば据付

誤差は飢'市路の長さで補償することが出来るが，複雑

な巡動を'j-るので一般には出来ない.併し極車由と赤総

事由との交点R日ち不動点が各、正しい関係位置を保って

い札ば，そこから焦点迄の距離のバラツキは節電路で

補償しても差支えない.

据付の調整は，先ず6mの竹尺で左右の位置を大

体決め，極輸を各‘正しく合わせる ことから始めた.

これにはパラボラにノゾキをつけて実際に太陽を追尾

し， 1時間置き位にin毘誤差の記録をと りそれから推
定により方向を修正して行くと云う方法を繰返した.

これは極縦lの上場が1mm臭ってもかなりの追尾誤

差を生ずるこえから機滅的構造上他の方法では不可能

に近<.最も確実な方法と考えられる.

次に正.面前方不動点の高さにトラY シ咋 トを固定し

てその上 Fの誤差を修正し，更に不動点を物指しで見

通せる位置に診し検からそれをトラ Yシ‘γ トで覗いて

前後の位置を修正した.最後に相対庖緩及び極輸の方

向b:正しいことを確めて4問、J完了とした.
機滅的精度の点から現在でも据付誤差が問Illiになら
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ないとは保証出来ない.叉仮令季節によりt対日関係が
ずれて来ても，同磁lケープルを使用している関係上必

ずしも据付誤差に起因しているとは断定出来ない.

2.アンテナ利得の銅楚

アYテナ系を組立ててしまった後では，一つだけ大

院に向けても記録の振れが単独の場合の8分のしつ

まり静かな大腸で 300K以下になってしまうので，

各アシテナの別得宏精度よく上ヒ較する こと は出来必

い.そこで組立て前に二つずつマジ・νグ Tによる合

成で比較して行った.ζのときノゾキをm気車両と予め
合わせることは云う迄もない.li.射鋭の精度が高く励

振アyテナの位置が正しければ利得の差は全く ない筈

・であるが， 何j等かの原国で 呈 2 のア y テナだけ 4 .9ú'~星

利得が低く出たので，止むを得ずスリゥトアyテナを

用い，焦点から{些かずらせて利f与を合わせることにし

た.将来機会があればその原因を寂除こうと，思ってい

る.

3.位本自の読書E

位相を正しく合わせることは最も軍基Eな調整であり

据付誤差や同軸ケープルの不均等性によって長い間に

変化する可能性が大きいから，時々監視する必要があ

る.ζれを行うには先ず南中時亥IJ附近で基準となるべ

き相隣る2つのアンテナを太陽に向け，イ也l主総てよミ上

の2}:に向けておく .2つの アyテナに よる子渉図形

の最大が南中時刻に来る様に導波管の長さを調整す

る.例えば南中時刻より平く 山が来れば西日idの議汲管

を長くする.その測合は3.650のイ封H差につき lmm

でるる.この殺に合わせた後で基1!-4となるべき干渉図

形を観測時間全体lこEって取っておく.次の臼に相隣

る2つずつの干渉図形を 2山乃芸3山ずつ次々と取っ

て行<.こ二れを前日の凶形と透視により比駁し， 位相

差を修正する.若しこの調整が欽司に甘.る場合には再

び基準をとり直さなければならない(VII3参照).

務政管の長さを変えるには，接合部のフラ yジの問

に1mmステヴプの阪を挟んで行った.2つのアyテ

ナによる干渉凶形の山と谷との聞が約400Kしかない

のでこオ山l下のステヴフ'で精密に調整することは今の

所出来ない.

これは更に工夫を基Eする所でーある.

VI.アンテナ等価温度及び

伝送損失の推定

1.関係式

1 つのア y テナを単独で~lこ向けたと きのア y テナ

等価温度を T1咋 y.大陽に向けたときの等価温度主f

TIsun，そのときのポイy ティ Yグ疋カを P山静かな
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大院によるポインティ Yグ煮力を Ppminとすれば，静 ついて定洗比0.578db/mを得Tこ・ 鉱石の特性をお来

かな太陽による等価温度の上昇Tlは次式で表わされ とすれば，混在主管の全長I'!.約15.9mであるから，

2 1~ ̂  . ̂  ~~^ 2 る Lt=0.0278x~x 15.9+ 0.578 x三=2.04/%db 
x % 

TI= (Tl.un-Tl.ky)PI'山口/Pp <l) 2節の結果からこれが 1.34dbと推定されるから

次lご干渉アyテナを構成して 5つのアyテナを全 %=1.52，従って導波管痕失は 0.0366db/m，向的

郡安に向けたときの等悩jB度を T5sky.全部静かな大 ヶーフソレの損失は 0.76db/mと云うことになる.

問に向けたときの最大の等価温度を T5Sl11lとすれば，

5つのずyテナによる最大の等価習度の増加T51t

T5，un-T5.k，.で表わされる.

そこで前報(1)(14)式と同様な関係で*伝送損失を

Ltとすれば，

L73/TI 
t=5"河豆面支否/8)

(2) 

叉 TaSkyli伝送損失及びTI叫yに基いているので

気過を Toとすれば次の関係がある.

T5sk，.={1ー(5/8)Lt}To+5/8Lt Tls同 (3)

TI.kyは機械的構造上測定が困難であるから Tlsty，

Tl. ん を未知数としては )~ (3)式を解けばよい.

2.基礎資料からの推定値

7月24A， To;:.3070K， Tl，un=3110K，そのとき 8

cm強度測定日初、ら催定すると Pρ=0.417xl0-2oW. 

m-2(c/s )-1で，一方 Pvmiu= 0.400x 10-20 W • m-2 

(c/s)ー1である.文7'5.uo=3600K，7'5山y=l710Kで

あった T5帥yの位:i3000K以下で駁正がやや耳、隊

草たであるのて-次の方法を用いた，先ず大型ホー γアγ

テナで零度の点を定め，次に干渉アyテナを接続して

全部<?に向け侭川波の感度を上げて問ーの指示にす

る.ミのとき感度がα倍になっていれば

α(To- 7's.~y) =To 

からT5，仰が求められる.今の場合，，=2.26から上掲
の依が得られた・

以上の基礎資料から計算すると.

Tl拙y=1l0K，Tl=2880K， Lt=0.735 ( -1.34 db) 

3.伝送領失の分強

伝送慣失は同制ケープノレ 1m及び導波管約 15.9m 

により生じている.この2つの損失を分離する為に整

合を取った200μA鉱石終企業とグライストロ y電源iこ

より櫛入損失を比綬した.2却O%{位立電流古が:減少しても整

合lば主 V.S 

性カか、をi測R則リ定することlば主図難である.

i{f.波管は 25，19，11mの3つについて測定して定流

比 0.0278:1::0.001dbJmを得叉一つの同軸伊ープルに

VII.観測法

1.具体的方法

A.装置の予熱:強度i限定装置についての長期間に

宣る校験によれば.始動数30分でEふ安定するが倫1

時間位の聞は比厳的摂動力:多い.現在事情が許す限り

毎日 2時間位の予熱念行う こ主にしている.

B.促録の取り方:記録計は 10mA刻であるが 9

mAを絶対零度のレベル， 7mAを3oo0Kのレベルに

なる織にしている.通常の強度測定の場合ならば.先

ず入力を遮断しtf.力管の偏傍電圧を変えてそのときの
気混 To に相当する目盛に合わせ， 次に~に向けたT

Y テ十からの入力を入れ，侭周波の利得を加減してそ

のアyテナのa-:の等価明度に相当する位置に合わせれ

ばよい.併し今、の場合にはアy テ+合会:に向けても

損失の為零度附近にならないで[0.541To+ 5)OKにな

る(VI参照)から.この点も亦気迫度化に応じて令わ

せる位置を変えなければならない この不便をさけ

る為に侭問波の利得を同感合わせのときだけ何時も

1/(1-0.541lJlllち2.18倍に鉱大してやれば，2?:に向け

た時の振れを1l0Kの所に合わぜればよく ，強度訊L定

装置の場合と閉じ手数ですむことになる.

C.時計:南中時刻;主毎日変化するので，毎分の時

刻目盛を標準時で入れると毎日の記録波形の比較が慈

だ商倒になる.特に前述の位相調整の場合や，大l!J;切:

預療になってその輸庇が記録波形にはっきり現われな

くなった織な場合には特に不便て‘ある.そこで我々は

別に時計を用意して南中時刻が正午になる様にしてい

る.この時刻l主全く局地的なものであるから，僚批待

との換算表が用意してあることは勿論である.この時

計によれば或時刻に対する赤道議の標軸の回転角が7立

ちに計算出来るから盲目追尾にも亦極めて便利であ

る.

D.アy テナの追尾:予め用意してある日南中高度

の表に務韓車自の目盛を各ミ合わせ，南中を基樹こした

時計により極軸の目盛を合わせて減速装置のクラッチ

. 1P.向性 t.銀〈なり左耳薗由一認のみに尽すエ る .ISOl受信芯力的減少簡はD'J慢では 0. 3 μ 立ってヤる~'. これは太陽面白砲射強度0・一般でtい1't

に 0.286 と改めは 1: 11-11な ~ti.い〈別項36頁参照).



を入れればよい.これを盲目で行った場合の追尾確度

は土0.15。程度である.雨天の場合は日南中高度 50

度以上になると反射鏡内に水が溜ってしまうので南中

時刻J2分前に追尾を始めて記録波形1山だけを確実に

耳iろことlこしてL、る.

2.アンテナ等価湿度の較正糠準

A.気温点(零点):これは入カ端子に抵抗体を遣い

たときの基準点で，平衡変換緑の雑音平衡がよくとれ

ているから侭周波部の零点がそのまま変調保温度を表

わ「基準になる.

B. ~:・の等価潟度: 変調誌の直前の迫波管を外して

大型ホ -yアyテナ (11.1. C 参照)を置き換えれ

ばアy テナ等価泊度(t略 tOOKとなっている筈であ

る.(11)今の場合は侭阿波の利得を 2.18倍すれば110K

を示し， 千百'時の型標il!lとなること既述の通りである.

c. AとBとの中間点:これは正し〈平衡したマ
ジヴグ T の E 分岐と一つの恨IJ~各分岐とを抵抗験競し ，

他のßitlf，各分肢を~に向けたホー y ア y テナに， H ア ー

ムを入力に接続 「れば気温の2分の lの等価jffiifoa度が得

られる.同機な方法、で他の点も車交互出来る筈であるが

短めて面倒であり， AとBの間では1点あれば大き
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上述の薮正l主極めて楽になることは云う迄もない.

D. 6000K以下:熱負待(11) を用いれば気現から

6∞。Ki1!'主駁正が出来る.

E. 60001{以上:重量光灯雑音源と，較正した1l!:抗減

衰僚とを用いて約 1万01{迄車交正治:出来る.このとき

蛍光灯の線音を基準にするのではなし 600'1{以下の

点で較正幽線が主?と負荷のものと一致する線にするので

ある.

3.太陽の位置と走査速度

大腸が極軸と直角をなす方向に来たとき， Ji![lち春分

及び秩分のときには，東西のtf:.J線と太陽とのなす角の
余角が担軸の回伝角と一致するから第1報の0と云う

角がそのまま時間に比例Fる.併しその他の太陽高度

のときにはこの関係は当てはまらいから，日によって

時間に対する記録波形が異って来る.但しこれは走査

速度が変るのであって分解能に変化を来すわけ・C;-Iまな

い.向一般に太陽が南中から東四に大きく傾くと走査

方向が変って来るが，この様な位置ではピームヵ:}，ムーく

なってしまうから一般に鋭測の対象とならない，

第25図は極利の回転角 ψ(南中のときを基準にす

る)に対する基他線の垂直2等分荷からの傾0の関係

な誤差は生じない. を措いたのである.これには叉或る南中高度の!待の

向極めて安定で簡便な 2乗検波器が若し得られれば 各時亥IJにおける記録滋形の山の位置をも併記してあ

第25図太陽の位置と支部定度
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る.例えば春分，l'大分F付近では南中前後 11時間で幹 21

位の山になっているのに対して，夏至，冬至目付近で

は者18位の山にしかなっていない一つまり 15%程走

査速度が遅くなっていること等がわかる.

VIII.観 測 結 果

観測は緒言に述べたiiItり 3月末から略、連日行って

いる.写真8にその記録の1OlJを示す.

山から谷淫は約160Kで見掛上の フラツキ隠は約

50Kである.叉毎日の記録波形の中，南中時刻附近の

一山だけを取出して写したものが第26図である.

3.750 Mcの強度測定装置に よって 5月11日から約

6日聞が今迄の最低レペルであることがわかっている

が，こ:hJ;)、上下るか下らなL、かと云うことはこれから

は云えない.所ヵ:本装置によれば写真に見られる様に

この間に殆んど変化がないことから最低レベルである

と推論される.これに近いレベルはその後7月2目前

後に現われている.太陽の最安期は大阪中世音と云うも

ののを別11が太裕的に始められて世界でも始めて迎える
ことで特に電波天文学にとっては重大な意味をもって

いる . 今~静かな太陽の縞射として論ぜられたものは

上述の日々 の資料の上に基礎を置かなければならない

からである.静かな太陽の記録波形については別項

36頁を参照せ7られ度ぃ.

第 26図の破線!:t静常なレペゆを示しそれからの期

加古:開昂砲射に相当する.数字は同一荷動帯と党しき

ものに便宜上つけたもので深い意味はない.これ等を

光学的黒点線測と対照すベく某所に資料を依頼して置

いたのであるが，先方の仕事の都合で一締切に間に合わ

なかったので‘次号に譲ることにする.唯 3，750MCの

強度測定結果(39頁参照}と対照すれば，太陽の活動

状況を知る上の資料として如何に価値を増したかを知

ることカ:出来る

IX.結 ニ
i5 

経費の節減にJ!i:，P:_を置いた為十分満足If，来る装置

とは云い難いがー応予期した性能は得られている.唯

分解能が不十分であるのは如何Iともなし難く ，関係方

匝iの御要望御声援もある0ノで予算さえ許せば是非8エ

レメ y トに増設し度ぃ.叉{居波測定用スダレも設置し

て各活動帯からの錐音電波の悶f而波の方向も併せて演IJ

定したい.斯くすることにより更に有力な新しい情報

が得られると同時に分解能力:向上ずる可能性もある.

'/JZに細い点であるが第 14 図に示し た平衡変換~:r;長

子の整合を極〈最近測定し直してみた所V.S.W.R.で

1.17位に劣化している. 今迄冬と p~とでこの様な変化

を認めたことはないので，これは鉱石の変化でーなく日

リスチロールの変化と恩われる.この支持環;:t必ずし

も必要がないので‘これを省略して整合を取り直した.

観測についてはこの期間は大腸の最虫類の確認に興

味があり， 今後の活動帯の成長に関心が持たれる・

謝 辞

パラボラ反射鏡，台座，回転機構，暴風設備，マ

ジ 叩 グ T，導波管その他の製作に絶大の御努力を賜っ

た島田王悪化工業株式会社の諸氏を治め，予算面で御尽

力下さった文部省に深甚なる誠意を表すると共に.直

接御指導御声援を賜った金原所長.U.R.S.I.第 5分科

会荻原委員長，上回委員その他の方占に衷心から感謝

する.i前向車曲ケープルに関し住友電気工業株式会社に

負号所が多い (昭和28年7月31日)
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